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的に行っていくのか、直接的に行っていくのかという部分で大
きく違いがあるように思われる。各拠点での事情もあり、どち
らが正しいとか間違っているという問題ではないが、そこから
具体的な活動や運営の面に大きな影響が出てくる。

国や社会など外部に向けて貢献を考えるなら、日本語教育の
質も問題になってくる上、現場の教員をどう育成していくかに
も大きな影響がある。その国で一流を目指し天理教として貢献
していくことで間接的な布教を展開していくのか、それとも日
本語教育を通して人との接点を作り直接的な布教を展開してい
くのかという部分に関しては、布教戦略として深く検討してい
かなければならない部分だと思われる。

文化活動としての日本語教育の根底に「布教」があるのは
間違いないが、別席者・帰参者の数だけで見るならば、日本語

教室の学習者数がいくら多くても評価されるものではないだろ
う。しかし教団としてその国・社会への貢献を考えると非常に
大きな意義があるものと思われる。
日本語教育の人材育成

いずれの考え方で海外の拠点で日本語教育を行っていくにし
ても、それらを支える人材の育成が非常に重要であることには
かわりない。人材育成はお金も時間もかかるものであり、長期
的な視野で進めていかなければならないが、解決すべき課題も
多い。人材を日本から送り出すだけでなく、現地在住の人を育
成して長期にわたって現地で活躍できるようにするなど、現地
化することも今後は視野に入れる時期が来ているようにも感じ
ている。
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